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4.研究プロジェクト計画の概要(1000 字以内) 

 細胞内シグナル伝達は、動物の発生から恒常性維持に至るまで、生命現象において

は必須の細胞機能であり、生命現象の根幹と言っても過言ではない。シグナル伝達系

の異常は、種々の疾患と密接に関連しており、シグナル伝達研究は臨床面においても

極めて重要な研究分野である。それぞれの細胞内シグナル伝達は、他の細胞内シグナ

ル伝達系からの様々なクロストーク調節を受け、複雑に制御されている。従って、生命

現象を理解し、各種疾患におけるシグナル伝達の役割を理解するためには、シグナル

伝達システムの統合的理解が必須である。しかしながら、現在は、それぞれの研究者が

個々のシグナル伝達研究を独自に推進しているため、様々なシグナル伝達系が動物個

体において、どのように協同的に機能して生命システムを維持しているのか、統合的な

理解には至っていない。 
 そこで本研究プロジェクト計画では、動物個体におけるシグナル伝達システムを統合

的に理解し、各種疾患におけるシグナル伝達破綻メカニズムを解明することを目的とす

る。このために、シグナル伝達に関係した研究分野で独自の研究を推進している医学系

教員がお互いに研究交流して、それぞれの研究を相乗的に活性化する。また、個々の

研究チームによる研究を本研究グループにより知識・実験・実務の３面からサポートしあ

うことにより、仮想的な「シグナル伝達リサーチセンター」を構築する。これにより、世界

一級の研究の推進を目指すと同時に、新学術研究領域などの競争的資金を獲得できる

「シグナル伝達研究チーム」としての成長を目指す。 
  
 
5.研究プロジェクト計画の概念図 

 
 


